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（第３８週） 　（調査医療機関8か所の総患者数）
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＊竹田市感染症情報（竹田市独自集計）＊

【新しい

新型コロナウイルス感染症は減少傾向です
今週、竹田市調査医療機関からの報告数は70名で、先週の94名から減少しました。豊肥保健所管内では、定点あたり9.00人から6.00
人に減少し、大分県全体でも定点あたり13.14人から12.69人に減少しました。しかし、依然として流行発生注意報レベルを上回っています。
今週は、インフルエンザA型の報告も2名ありました。どちらの疾患も、発熱や咳、のどの痛み、全身のだるさなど似た症状を示しますが、感染
対策は共通ですので、感染拡大を防ぎましょう。

・手洗い・うがい・定期的な換気、咳エチケットなどの基本の感染対策を行いましょう
・体調管理を行い、発熱や咳、のどの痛みがあるときは無理せず休養をとりましょう
・早めに医療機関へ受診し、必要に応じて検査を受けましょう

伝染性紅斑の報告が続いています
今週の報告数は1名と、4週連続で報告が続いています。大分県全体の定点あたりの報告数は3.64人で、先週の4.33人より減少しました
が、流行発生警報の終息基準値（定点あたり1.00人）を大きく上回っており、依然として高い水準にあります。
大分県では、第23週（6/2〜6/8）に流行発生警報開始基準値を超えて以降、報告数の多い状態が続いています。
伝染性紅斑はリンゴ病とも呼ばれ、頬に特徴的な発疹（紅斑）が出現します。発疹がでる7〜10日前には、微熱やかぜのような症状が現
れ、その期間はウイルスが最も多く排泄されるため、二次感染予防が難しい感染症です。日頃から、咳エチケットや手洗いなどの基本の感染対
策を行うことが重要です。
また、伝染性紅斑に感染したことがない女性が妊娠中に感染すると、胎児にも感染し、胎児水腫などの重篤な状態や流産のリスクとなる危
険性があります。発熱後に発疹が出るなど、伝染性紅斑が疑われる症状がある場合は、医療機関へご相談ください。

大分県豊肥保健所 作成
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